
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
今
―
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を

た
ず

ね
で

、

ム

ス
リ

ム
墓

・
ト
イ

レ

・
チ

ャ
ド

ル
な
ど
―

寒
川
高
等
学
校
　
　
佐

　

藤
　
　
雅
　
　
信

は
じ
め
に

今
回
の
旅
程
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

∞
ＨＯ
　

北
京
↓
ウ
ル
ム
チ

∞
Ｎ
ｏ
　

カ
シ
ュ
ガ
ル
↓
カ
ラ
ク
リ
湖

∞
一
Ｈ
　

カ
シ
ュ
ガ
ル

（ホ
ジ
ャ
墳

・
イ
テ
ィ
ガ
ー
ル
モ
ス
ク
）
↓
南
彊
鉄
道

∞
館

　

ク
チ
ャ
ー
キ
ジ
ル
千
仏
洞

∞
Ｎ
ω
　

ク
チ
ャ

（キ
ジ
ル
ガ
ハ
石
窟

・
ス
バ
シ
古
城

・
ク
チ
ャ
古
城
）

∞
Ｎ
ト
　

ク
チ
ャ
↓
砂
漠
公
路
↓
ニ
ヤ

∞
瞬

　

ニ
ヤ
ー
西
域
南
道
↓
ホ
ー
タ
ン

∞
い
０
　

ホ
ー
タ
ン

（
マ
リ
カ
ヮ
ト
遺
跡

・
ヨ
ー
ト
カ
ン
遺
跡
）

∞
ヽ

　

ウ
ル
ム
チ
ー
ト
ル
フ
ア
ン

（交
河
古
城

・
高
昌
古
城

・
ア
ス
タ
ー
ナ

古
墳

・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
）

∞
Ｎ
∞
　

ウ
ル
ム
チ
↓
北
京

（古
陶
文
物
美
術
館
）

∞
Ｓ

　

故
宮

。
恭
親
王
府

・
北
京
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

∞
∞
ｏ
　

梅
蘭
芳
博
物
館

主
催
は
鎌
倉
市
日
中
友
好
協
会
。
筆
者
自
身
の
旅
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
ム
ス

リ
ム
の
生
活
」
「
仏
教
遺
跡
」
「砂
漠
体
験
」
、

つ
ま
り

「授
業
に
使
え
る
教
材

を
探
す
」
。
従

っ
て
、
モ
ス
ク
が
見
え
た
ら
寄
る
／
お
墓
が
見
え
た
ら
寄
る
／

ト
イ
レ
に
ひ
る
ま
な
い
／
ム
ス
リ
ム
雑
貨
を
バ
ザ
ー
ル
で
値
切
る
。
本
稿
で
は

紙
面
の
都
合
が
あ
り
、
砂
漠
体
験

・
仏
教
遺
跡
巡
検

・
遺
跡
観
光
業
と
漢
人

・

北
京
独
占
の
考
古
史
料
等
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
秋
季
の
発
表
で
は
六

〇
枚
の
画
像
を
お
見
せ
し
た
が
、
「
ム
ス
リ
ム
生
活
」
に
絞

っ
て
報
告
す
る
。

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
現
状

新
彊
ウ
イ
グ
ル

（維
吾
爾
）
自
治
区

（∽
〓
二
営
”
．Ｃ
て
∞
ｒ
ｃ
■

＞
稗
ｏ
●
ｏ
日

”
ミ
ｏ
ュ
）
、
面
積

一
六
〇
万
平
方
キ
ロ
傷
。
中
国
の
六
分
の

一
。
主
要
民
族
ウ
イ

グ
ル
人

「
回
鵠
」
。
ウ
イ
グ
ル
語
は
ト
ル
コ
諸
語
の
東
部
方
言
、
話
し
手
人
口

八
百
万
人
以
上
。
ウ
イ
グ
ル
人
比
率
は
ホ
ー
タ
ン
地
区
で
最
も
高
い
。
以
下
四

市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
雅
称
が
つ
い
て
い
る
。

。
「壮
麗
な
る
国
カ
シ
ュ
ガ
ル

（＞
Ｎ
一Ｎ
”
”
”
パ
”
∽〓
”
ぎ
じ
」
人
口
最
大
の
町

。
「聖
者
の
国
ヤ
ル
カ
ン
ド

（コ
８
３

く
”
丼
営
ｅ
」
ス
ー
フ
イ
ズ
ム
教
学
の
古

キ石

。
「異
人
国
ト
ゥ
ル
フ
ア
ン

（Ｏ
ｇ
ユ
ｇ
●
”
↓
日
貯
●
）
」
イ
ス
ラ
ー
ム
僻
遠
の
地

。
「殉
教
者
の
国
ホ
ー
タ
ン

（∽
ぎ
口
〓
”
３

パ
ぎ
Ｓ
じ
」
古
来
か
ら
の
玉
の
産
地

◎
カ
シ
ュ
ガ
ル

（喀
什
）
人
口
約
二
五
万
人
。
ウ
イ
グ
ル
七
〇
％
。
以
下
略
史

前
二
～
八
世
紀
西
域
三
十
六
国

「疏
勒
」
、
後
漢

「
西
域
都
護
府
」

九
世
紀
　
ウ
イ
グ
ル
帝
国
崩
壊
で
東
方
か
ら
移
住

一
〇
世
紀
　
カ
ラ
＝
ハ
ン
朝

「
カ
シ
ュ
ガ
ル
＝
ハ
ン
」

一
六
世
紀
　
宗
教
貴
族
ホ
ジ
ャ
家
支
配
、
オ
イ
ラ
ー
ト
の
ジ

ュ
ン
ガ
ル
拠
点

一
人
世
紀
　
乾
隆
帝
占
領

（
一
七
五
九
年
）
で
清
領

「新
し
い
領
土
＝
彊
」

一
九
世
紀
後
半
以
降
　
ヤ
ク
ー
ブ
＝
ベ
ク
の
乱
、
露
＆
英
進
出
と

「同
治
回
乱
」

中
国
当
局
は

「東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
回
教
共
和
国
」
と
中
央
ア
ジ
ア
と
連
動
し

た
テ
ロ
を
警
戒
し
て
い
る
と
い
う
が
、
表
通
り
の
繁
栄
に
は
そ
ん
な
気
配
は
微
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塵
も
な
く
、
バ
ザ
ー
ル
は
い
つ
も
人
で
あ
ふ
れ
、
観
光
客
も
多

い
。
主
た
る
産

業
は
農
畜
産
物
、
紡
績

・
製
糸

・
皮
革
工
場
、
パ
キ
ス
タ
ン

（キ
ル
ギ
ッ
ト
）

と
の
バ
ー
タ
ー
制

「
辺
境
貿
易
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
映
像
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

（今
回
は
、
中
巴
公
路
の
途
中
、
海
抜
三
八
〇
〇

ｍ
の

カ
ラ
ク
リ
湖
ま
で
行
け
た
）
。
「
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
来
な
け
れ
ば
新
彊
に
来
た
事
に

は
な
ら
な
い
」
皆
口
を
揃
え
て
言
う
。

◎
ホ
ー
タ
ン

（和
田
）
ウ
イ
グ
ル
語

「入
る
と
出
ら
れ
な
い
」
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
南
縁
の
西
域
南
道
に
位
置
。
人
口
十
五
万
の
九
七
％
は
ウ
イ
グ
ル

（他
に

漢
族

・
回
族

・
ク
ル
グ
ズ
＝
キ
ル
ギ
ス

・
タ
ジ
ク
）
。
「西
部
大
開
発
」
に
よ
り

天
山
南
路
の
ル
ン
タ
イ
～
ニ
ヤ
の
あ
い
だ
に

「
タ
リ
ム
沙
漠
公
路
」
が
開
通
し
、

石
油
関
連
産
業
の
発
展
が
急
で
あ
る
。
ま
た

「玉
バ
ブ
ル
」
で
中
国
人
バ
イ
ヤ
ー

が
常
駐
。
さ
ら
に
漢
人
資
本
ホ
テ
ル

・
漢
人
経
営

（利
用
者
も
ほ
ぼ
漢
人
）
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
次
々
建
設
中
で
、
い
ま
ウ
イ
グ
ル
社
会
は
バ
ブ
ル
の

真

っ
最
中
。
当
然
の
よ
う
に
貧
富
拡
大
と

「
一
捜
千
金
」
風
潮
の
蔓
延
は
ウ
イ

グ
ル
若
年
層

へ
深
刻
な
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

ニ
　
ム
ス
リ
ム
の
墓
制
に
つ
い
て

ム
ス
リ
ム
は

「
土
葬
」
が
原
則
。
火
葬
は

「地
獄
で
の
罰
」
「最
後
の
審
判

で
復
活
」
で
き
な
い
の
で
忌
み
嫌
う
。
日
本
で
も
数
年
前
、
身
元
不
明
外
国
人

遺
体
と
し
て
イ
ラ
ン
人
が
火
葬
さ
れ
、
イ
ラ
ン
政
府
の
抗
議
を
受
け
た
。
外
国

人
ム
ス
リ
ム
の
遺
体
処
遇
は
遺
族
も
当
該
自
治
体
も
苦
慮
し
て
い
る
。
ム
ス
リ

ム
の
墓
は

一
定
期
間
の
用
益
で
永
代
使
用
＝
墓
地
区
画
の
販
売
で
は
な
い
。
墓

地
の
在
り
方
自
体
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
（よ
う
や
く
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
の

努
力
で
日
本
人
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
墓
地
が
山
梨
県
に
作
ら
れ
た
）

で
は
ウ
イ
グ
ル
人
ム
ス
リ
ム
の
墓
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ム
ス
リ
ム
の
墓

は

マ
ザ
ー
ル

【
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
】
と
呼
ば
れ

「
訪
れ
る
べ
き
場
所
」
の
意
味
。

「聖
者
の
墓
」
「聖
廟
」
も

マ
ザ
ー
ル
で
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に

か
か
わ
る
用
語
。
『中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
事
典
』

の
堀
川
徹
に
よ
れ
ば
、

「
預
言
者
の
血
筋

・
教
友

・
歴
史
上
の
偉
入

。
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ

（導

師
）
の
墓
」
「
冥
界
と
現
世
を

つ
な
ぐ
窓
口
」
。　
一
五
世
紀
以
降
ス
ー
フ
イ
ー
が

参
篭
し

「
シ
ャ
イ
フ
の
霊
と
の
交
信
」
、
「霊
的
教
導
の
場
」
と
あ
る
。
同
じ
書

の
新
免
康
の

『新
彊
の
マ
ザ
ー
ル
』
で
は
、
病
気
治
癒

・
子
授
け
な
ど

「現
世

利
益
」
預
言
者
崇
拝

・
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

・
十
二
イ
マ
ー
ム
派
の
影
響
、
「聖
墓
」

に
は
祝
福
を
授
け
る
呪
力

（パ
ラ
カ
）
が
宿
る
。
聖
者
の
年
忌

・
誕
生
日
は

，
「祭
」
で
市
が
た
ち
、
「木
曜
の
タ
ベ
」
に
は
遠
方
か
ら
参
詣
者
が
く
る
、
と
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
廟
は

「大

マ
ザ
ー
ル
」
と
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
辺
部
な
場

所
に
あ
る

「中

マ
ザ
ー
ル
」

（そ
の
な
か
に
は
有
名
聖
者
の

「偽

マ
ザ
ー
ル
」

な
る
興
味
深
い
も
の
あ
り
。
後
述
）
、
さ
ら
に

一
般
信
徒
の
墓

「小

マ
ザ
ー
ル
」

と
あ
わ
せ
て
３
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

（
１
）
「大
マ
ザ
ー
ル
」
　

「
街
な
か
に
あ
る
聖
廟
」

の
代
表
が
カ
シ
ュ
ガ
ル

の
ホ
ジ
ャ
墳
、
通
称
香
妃
墓
で
あ
る
。
白
山
派
首
領
ア
バ

（ア
パ
ク
）
・
ホ
ジ
ャ

が

一
六
四
〇
年
に
建
立
、
四
隅
に
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
持

つ
。
土
と
レ
ン
ガ
造
り
で

鉄
は
不
使
用
。
ド
ー
ム
の
高
さ
二
五

ｍ
、
直
径
十
七

ｍ
。

香
妃

（清
朝
記
録
で
は
容
妃
）
、
イ
パ
ル
ハ
ン
＝
メ
ム
ラ
エ
ゼ
ム
は

一
七
三

四
年
ヤ
ル
カ
ン
ド
生
ま
れ
。
砂
棗

（
ス
ナ
ナ
ツ
メ
）
の
花
で
体
を
清
め
た
の
で

体
中
か
ら
香
り
が
漂
う
の
で
イ
パ
ル
ハ
ン
と
呼
ば
れ
そ
の
漢
訳
が
香
妃
。
本
名

は
メ
ム
ラ
エ
ゼ
ム
。
二
十
六
歳
で
乾
隆
帝
に
召
さ
れ
、
五
十
六
歳
で
死
去
。

「帝
の
求
愛
を
拒
み
自
殺
」
「故
郷
を
想
う
あ
ま
り
病
死
」
ま
た

「皇
太
后
に
殺

さ
れ
た
」
三
説
あ
る
。
遺
体
を
移
送
し
た
輿
が
ド
ー
ム
に
あ
り
、
地
元
で
は
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「皇
帝
の
愛
を
受
け
入
れ
長
く
共
に
暮
ら
し
、
亡
骸
は
三
年
か
け
カ
シ
ュ
ガ
ル

ヘ
返
さ
れ
た
」
「
墓
に
は
彼
女
の
衣
冠
だ
け
が
納
め
ら
れ
途
中
で
埋
葬
し
た
」

等
々
。
香
妃
墓
は
北
京
の
東
陵
に
も
あ
り
柩
も
あ
る
。
ハ
ナ
シ
の
相
違
を
民
衆

は
い
ち
い
ち
突
き
詰
め
よ
う
と
は
し
な
い
。

主
墓
室
に
は
ア
バ

・
ホ
ー
ジ
ャ
と
そ
の
父
、
及
び
５
代
七
十
二
の
柩
が
並
ぶ
。

棺
の
大
小
は
生
前

の
社
会
的
地
位
に
よ
り
異
な
り
、
ま
た
棺
に
は
男
女
、
さ
ら

に
死
亡
年
齢
に
よ
り
色
違
い
の
錦
織
が
懸
け
ら
れ
て
い
る

（若
死
の
場
合
は
明

る
い
色
、
老
年

の
死
者
に
は
地
味
な
色
）
。
香
妃
の
棺
は
右
奥
、
黄
色

い
リ
ボ

ン
が
か
か

っ
て
い
る
小
ぶ
り
な
も
の
で
あ
る
。
説
明
で
は
遺
体
は
棺
の
下
の
地

下
三

ｍ
に
埋
め
ら
れ
て
い
る

（笑
）
。

廟
に
隣
接
し
て

一
般
人
の
墓
が
あ
る
。
横
円
筒
形
の
墓
は
個
人
用
、
ド
ー
ム

型
の
墓
は
家
族
墓
。
遺
体
は
北
向
き
頭

・
西
向
き
顔

（メ
ッ
カ
の
方
角
）
で
埋

葬
さ
れ
る
。
ホ
ジ
ャ
墳
の
そ
ば
に
葬
ら
れ
る
の
は
ス
テ
ー
タ
ス
で
富
裕
ク
ラ
ス

の
墓
で
あ
る
。
な
お
入
口
横
の
旧
い
モ
ス
ク
に
は
遺
体
を
運
ぶ
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー

（木
製
と
金
属
製
の
枠
の
２
種
）
が
あ

っ
た
。
遺
体
は
こ
れ
に
乗
せ
ら

れ
布
を
掛
け
て
運
ば
れ

（布
に
包
ま
れ
て
）
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
だ
。

（
２
）
「
小

マ
ザ
ー
ル
」
　

一
般
庶
民
の
墓
は
道
路
わ
き
や
畑
の
隣
り
な
ど

「生
活
隣
接
」
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
も
の
、
荒
れ
放

題
の
も
の
も
あ
る
。
道
路
わ
き
、
商
店
裏
な
ど

「
見
え
る
と
こ
ろ
」
に
あ
り
、

土
で
盛
り
あ
げ
た
玉
葱
型
、
棺
お
け
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
形
な
ど
が
並
ぶ
。
建
物

も
無
く
た
だ
墓
が
広
が
る
。
九
割
が
こ
の
タ
イ
プ
。
墓
地
の
基
本
は
「街
な
か
」
。

死
者
は
生
者
の
隣
り
に
葬
ら
れ
、
い
つ
の
日
か
来
る

「最
後
の
審
判
」
を
待

つ

の
で
あ
る
。
オ
ア
シ
ス
外
の
砂
漠
の
な
か
に
あ
る
漢
人
の
墓

（円
錐
形
に
土
や

小
石
を
盛
り
あ
げ
、
墓
参
り
の
供
物
が
あ
る
）
と
は
好
対
照
。
霊

（鬼
）
と
な

っ

て
生
者
か
ら
離
脱
す
る
儒
教

。
道
教
と
の
死
生
観
の
違
い
が
う
か
が
え
る
。

（３
）
「中
マ
ザ
ー
ル
」

今
回
の
旅
行
で
は
未
見
だ
が
、
新
免
氏
の
研
究
に

よ
る
と
ホ
ー
タ
ン
に
は
沙
漠
の
中
、
断
崖
絶
壁
，
山
岳
な
ど
に

「中

マ
ザ
ー
ル
」

が
あ
り
、
信
徒
は
巡
礼
シ
ー
ズ
ン
に
だ
け
大
挙
し
て
参
拝
す
る
。
建
物
は
粗
末

で
小
さ
く
祈
祷
所
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
遠
方
地
域
か
ら
信
者
が
集
ま
り
社
会
的

影
響
力
は
大
き

い
と

い
う
。
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
著
名
な
聖
者
た
ち
の

「
マ
ザ
ー
ル
」
が
数
多
く
存
在
す
る
。
ニ
ヤ
県
の
北
の
大
麻
礼

（大
マ
ザ
ー
ル
）

と
呼
ば
れ
る
聖
者
廟
は
シ
ー
ア
派
十
二
イ
マ
ー
ム
の
六
代
イ
マ
ー
ム

・
ジ
ヤ
ー

フ
ァ
ル

・
サ
ー
デ
イ
ク
の
墓
所
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
墓
は
メ
デ
ィ

ナ
に
現
存
し
、
ホ
ー
タ
ン
の
墓
は

「偽
」
で
あ
る
。
他
に
も
四
代
目
か
ら
十
二

代
ロ
マ
フ
デ
ィ
ま
で
九
人
の
マ
ザ
ー
ル
が
揃
い
、
イ
マ
ー
ム
の
親
類
縁
者
や
ガ
ッ

ザ
ー
リ
ー
の
墓
も
あ
る
。
こ
れ
が

「偽

マ
ザ
ー
ル
」
で
新
彊
の
イ
ス
ラ
ー
ム
が

イ
ラ
ン
経
由
で
伝
来
し
た
こ
と
が
要
因
ら
し
い
。
ウ
イ
グ
ル
人
は
公
式
に
は
ハ

ナ
フ
イ
ー
派
法
学
の
ス
ン
ナ
派
信
徒
だ
が
、
清
代
の
文
献
で
は
シ
ー
ア
の

「
ア
ー

シ
ュ
ラ
ー
」
的
宗
教
儀
礼
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
タ
ン
で
は
近
代
に
至

っ
て
も
殉
教
者
を
祀
る
マ
ザ
ー
ル
が
作
ら
れ
た
。

一
九
世
紀
後
半
、
ヤ
ー
ク
ー
ブ

・
ベ
グ
政
権
に
先
立

つ
ア
プ
ド
ゥ
ラ
フ
マ
ン

（～

一
八
六
五
）
は

「
殉
教
歌
謡
」
が
歌
い
継
が
れ
る
英
雄
で
あ
る

（注
を
参

照
）
。
ホ
ー
タ
ン
西
郊
ア
ト
チ
ュ
イ
の
彼
の
マ
ザ
ー
ル
は
信
者
の
寄
付

（費
用

一
五
万
元
）
に
よ

つ
て

一
九
九
三
年
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
各
時
代
の

政
治
権
力
は
大
衆
の
支
持
確
保
に
こ
れ
を
利
用
し
、
清
朝
も
新
彊
征
服
後
マ
ザ
ー

ル
保
護
に
転
じ
た
。
現
中
国
政
府
も

マ
ザ
ー
ル
を

「文
物
保
護
単
位
」
と
す
る

一
方
、
「宗
教
活
動
所
お
よ
び
参
拝
地
の
管
理
強
化
に
関
す
る
通
知
」
が
出
さ

れ
、
居
住
地
域
で
の

「参
拝
許
可
」
「通
行
証
購
入
」
「参
拝
登
録
」
を
義
務
づ

け
て
い
る
。　
一
九
九
〇
年
代
、
幾
度
か
政
府
当
局
と
ム
ス
リ
ム
と
の
間
で
衝
突

が
発
生
し
、
マ
ザ
ー
ル
参
拝
も
厳
し
い
管
理
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。
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ニ ムス リムの墓制

1香妃墓前景 (香妃に扮した女性と一緒に記念写真)

3墓室 (写真はがき 墓室内は撮影禁止)

2香妃像
(絵葉書 カスティリオーネ)

4香妃墓横の墓①

6ス トレッチャー (手前木製、奥金属製)
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5香妃墓横墓②



9カ シュガル道端③棺桶型

11ウ イグル古墓①枠あリホータン郊外

8カ シュガル道端②ドーム型

10ク チャ道路裏 (丘の上)

13同ウイグル古墓③

-38-

12同 ウイグル古墓②墓穴

7カ シュガル道端霊園①



三 トイレ

18同②内部男性用

」5同②大便個室 (し きりあり)

16同③上から覗くと

17ホータン ヨートカン村トイレ①

20ク チャ古城址石碑

19ク チャ古城址 城壁 (足元は人糞だらけ)
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14中 巴行路の有料トイレ①前景



四 チヤドルと女性

21ウ イグル踊り子① (ホータン賓館)

23チャドル女性①カシュガルバザール

24チャドル女性②

五 ムスリム生活具

28竹製ヘルメット (風通しがよい)

30シュメーク①カシュガル職人街

・
'.‐

―
ザ
ー
・'摯11ず 22衣装セ ッ ト

(5～ 7歳用

ウルムチ空港)

25ムスリム帽

(ホータンのバザール

20個 まとめ買いで値

切る)

29シュメーク②拡大
(男女用)乳児用の尿器

具シュメーク。

男女形状が異

なるが一見笛

のよう。

排尿穴のあい

た乳児ベッド

に足を縛り寝

せておくと真

直ぐな足に育
つという。
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26ハラルソーセージ (機内食)

27清真ラベル拡大



注

〈
ア
プ
ド
ゥ
ラ
フ
マ
ン
〉

一
人
六
四
年
、
新
彊
で
は
ク
チ
ャ
蜂
起
を
皮
切
り
に

全
域
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
叛
乱
が
勃
発
。
彼
は
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
の
弟
子

を
率
い
ホ
ー
タ
ン
城
を
三
日
で
攻
略
し
た
。
し
か
し
ク
チ
ャ
の
ホ
ジ
ャ
政
権

は
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
ト
ウ
ン
ガ
ン

（「東
干
」
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
。
現
在

の
回
族
）
と
連
合
し
ホ
ー
タ
ン
を
攻
め
、　
一
八
六
五
年
、
ア
プ
ド
ゥ
ラ
フ
マ

ン
は
戦
闘
中
に
被
弾
し
死
亡
す
る
も
ホ
ー
タ
ン
側
は
勝
利
。
こ
れ
に
よ
リ
ホ
ー

タ
ン
の
ム
ス
リ
ム
政
権
が
成
立
。
コ
ー
カ
ン
ド

・
ハ
ン
国
の
ヤ
ー
ク
ー
プ

・

ベ
グ
登
場
ま
で
の
数
年
間
勢
力
を
維
持
し
た
。
（新
免
康
）

（
４
）
ウ
イ
グ
ル
古
墓

ホ
ー
タ
ン
市
街
地
南
の
オ
ア
シ
ス
域
の
外
側
、
玉
竜
喀
什
河
を
望
む
ホ
ー
タ

ン
郊
外
の
小
高
い
丘
の
上
に
ウ
イ
グ
ル
墓
が
あ

っ
た
。
生
活
近
接
の
ム
ス
リ
ム

墓
と
は
異
な
る
墓
制
で
あ
る
。
丘
の
上
に
穴
を
掘
り
遺
体
を
納
め
、
小
石
を
積

み
上
げ
、
乳
児
用
ベ
ツ
ド
の
よ
う
な
木
枠
の
墓
室
を
組
み
チ
ベ
ッ
ト
風
の
柱
と

布
の
墓
標
を
立
て
る
。
オ
ア
シ
ス
民
本
来
の
墓
制
ら
し
い
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
進

出
に
よ
り
廃
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
オ
ァ
シ
ス
域
内

マ
ザ
ー
ル
に
も

一
部
木
枠

が
残

っ
て
お
り
、
こ
の
墓
制
が
全
て
失
わ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。

三
　
ト
イ
レ

ト
イ
レ
は
溝
か
穴
が
あ
る
だ
け
。
「し
ゃ
が
む
」
地
域
に
属
す

（「腰
か
け
る
」

は
地
中
海
沿
岸
ま
で
）
。
中
巴
行
路
沿
い
宿
場
の
有
料
公
衆
ト
イ
レ
で
は
二
〇

ｃｍ
ほ
ど
の
ペ
ー
パ
ー
を
く
れ
た
。
大
の
ほ
う
は

一
ｍ
位
の
仕
切
り
が
あ
り
使
用

後
水
で
流
す

「水
洗
式
」
。
料
金
は
三
角
。
流
石
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
大
バ
ザ
ー
ル

内
の
ト
イ
レ

（五
角
）
は
マ
ト
モ
な
水
洗
式
。
ホ
ー
タ
ン
郊
外
ヨ
ー
ト
カ
ン
村

の
共
同
ト
イ
レ
は
男
女
用
に
分
か
れ
る
も
穴
が
あ
る
だ
け
。
す
ぐ
乾
燥
す
る
の

で
汲
取
り
の
必
要
は
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
の

「水
洗

（み
ず
あ
ら
い
）
式
」
と

は
違
い
、
乾
燥
気
候
に
合
う
の
か
も
。
「水
洗

（す

い
せ
ん
）
」
ト
イ
レ
は

「手

紙
」
（中
国
語
で
は
ト
イ
レ
ツ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
こ
と
）
と

一
緒
に
流
せ
な
い
根

本
的
欠
陥
が
あ
る
。
バ
ス

・
ト
イ
レ
の
排
水
能
力
の
低
さ
は
水
管
の
細
さ
に
よ

る
も
の
で
、
拭
い
た
紙
は
便
器
横
ゴ
ミ
篭

へ
。
だ
が
現
地
の
人
は
青
空
タ
イ
プ

が
多

い
の
で
遺
跡
の
中
も
格
好
の
ト
イ
レ
場
に
な

っ
て
い
る

（
ク
チ
ャ
古
城

址
）
。

四
　
チ
ャ
ド
ル
と
女
性

ウ
イ
グ
ル
女
性
は
服
装
が
派
手
。
ス
パ
ン
コ
ー
ル
付
き
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
原

色
ス
カ
ー
ト
、
頭
に
は
必
ず
被
り
物
。
女
性
帽
は
後
ろ
に
二
つ
編
み
に
し
た
毛

糸
が
何
本
も
長
く
垂
れ
て
と
て
も
優
雅
で
あ
る
。
ち
な
み
に
折
り
畳
み
で
き
る

男
性
帽
も
キ
ラ
キ
ラ
飾
り
が
つ
い
て
い
る
。

ま
た
刺
繍
の
入

っ
た
白
い
帽
子
は

「回
族
」
の
夏
用
で
、
ム
ス
リ
ム
の
証
と

し
て
の
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
子
供
で
も
耳
に
ビ
ア
ス
、
胸
に
は
ネ

ッ
ク

レ
ス
。
顔
立
ち
も
彫
り
が
深
く
目
も
パ
ッ
チ
リ
。
立
居
振
舞
も
気
品
が
あ
る
様

に
感
じ
る

（ず
う
ず
う
し
ぐ
声
高
、
扁
平
顔
で
不
細
工
な
漢
人
に
比
べ
る
と
）
。

最
西
の
町
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
は
、
そ
の
他
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
、
シ
ボ
、
青
い
目

の
ウ
ズ
ベ
ク
、
タ
タ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
な
ど
民
族
色
豊
か
で
あ
る
が
、
他

の
新
彊
諸
都
市
と
違
う
の
は
女
性
の

「
チ
ャ
ド
ル
度
」
で
あ
る
。
新
彊
に
お
け

る
そ
の

「西
高
東
低
」
は
そ
の
ま
ま

「
ム
ス
リ
ム
度
」
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
。
ウ
ー
ル
で
編
ん
だ
や
や
厚
手
で
茶
色
の
布
は
、
広
げ
る
と
単
な
る
四
角
形

で
、
編
み
方
が
粗
い
部
分
が
あ
り
前
方
が
見
え
る
。
し
か
し
カ
シ
ュ
ガ
ル
以
外

で
は
街
な
か
で
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。
ほ
ぼ
綿
か
絹
の
ス
カ
ー
フ
で
代
用
し

て
い
る
し
、
顔
を
隠
す
場
合
も
信
仰
か
ら
で
な
く
埃
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
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五
　
ム
ス
リ
ム
の
生
活
用
具

写
真
ペ
ー
ジ
参
照
。
授
業
で
生
徒
に
見
せ
て
反
応
を
見
た
い
。
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